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ｘ/ｚＥＶ用電池の拡大（目標、現状とグローバルな態勢）

※左記ご記入の上、

    までお申込みください。　

 FAX　03-3261-0238  

　書は先に発刊した、「x/zＥＶへの転換２０２３（各国の現状、目標と課題）」の続編である。本書では電池が主体となり、各論としての正極材を始めとする、原材料の方向
転換やサプライが主なテーマである。２０３０年を転機とする、ＥＶなどの生産計画と、必要な電池のＧＷｈ総数とのマッチング、年次別の送料見通しや、これに対する自動
車メーカーの電池調達計画などを一覧した。<br>
　目下の目標２０３０～３５年を目処に、仮に主要国だけがＩＣＥを廃したとしても、年間１,０００万台を越えるx/zＥＶと、１,０００ＧＷｈ単位の電池の生産規模となる。この問題
を正確に捉えること自体が困難であることは言うまでもないが、２０２２～２０２３年に多くの増産計画が出されている一方で、その成果が見える事例は少ない。<br>
　量的な拡大に伴って、材料選択と電池技術にも質的な変化が起こっている。正極材のコバルトフリー化、バインダー系のコストダウンなど、かなり大胆な方向転換も見ら
れる。一方でポストリチウムイオン電池や、全固体電池などの登場は、期待に反してその姿が見えない。<br>
　基礎となる数値データは、可能な限り直近１２ヶ月に絞り、電池に関わるビジネスの、ニーズとサプライ（需要と供給）の側面から、最近の動向を見据えた“ビジネス資料
集”をイメージした内容である。元より、筆者が結論を示して、方向付けをするものでもない。可能な限りデータを、時系列、国別と企業別でまとめて、読者のアクションプラ
ンの資料として頂きたい。　（菅原秀一）

第１章　リチウムイオン電池の概要（製造工程と原材料・部材）
１.１　リチウムイオン電池の基本構成と電気化学
１.２　電池の充放電特性、エネルギーとパワー
１.３　安全性、リスク＆ハザード
１.４　製造プロセスと原材料、部材
１.５　電池からＥＶへ、安全性認証
第２章　電池製造設備とメーカー
２.１　塗工スラリー調整と機器
２.２　電極板の塗工と乾燥機器（コーター）
第３章　電池のコストの概要、ＪＰＹ／ｋＷｈ
３.１　コスト解析の紹介、ＩＥＡとＢＮＥＦ社
３.２　単電池のｋＷｈコストとＢＥＶのトータルコスト
第４章　２０３０／３５年の電池総ＧＷｈニーズの試算
４.１　各国、地域と自動車メーカーの電動化目標
４.２　米国の電動化目標と電池総ＧＷｈ
４.３　欧州の電動化目標と電池総ＧＷｈ
４.４　日本の電動化目標と電池総ＧＷｈ
４.５　軽ＥＶの登場と脱炭素への寄与
４.６　２０３０／３５電池の総ＧＷｈ（総括）
４.７　参考資料、ＩＥＡの電池総量予測ほか
第５章　ｘ/ｚＥＶ用電池の現状、増産計画と進展
５.１　２０２３年以降の電池増産計画
５.２　各国の電池メーカーの計画（中国、韓国、日本、欧州）
５.３　自動車メーカーの電池内製化
５.４　直近１２ヶ月の生産・販売
５.５　日本の車載用電池の生産
５.６　電池生産計画の投資、（億円／（ＧＷｈ／年））
５.７　（参考）２０２１～２２年段階の電池増産計画
５.８　追補　３Ｑ／２０２３
第６章　正極材の選択（１ ニッケル＆コバルト系）
６.１　正極材メーカーの動向、２０２１－２０２３
６.２　ＮＭＣｘｙｚの特性と比較
６.３　ＮＭＣｘｙｚ三元系、選択の基礎理論と数量
第７章　正極材の選択（２）、ＬＦＰなどコバルトフリー系

７.１　正極材の新規計画一覧とＬＦＰの基本特性
７.２　ＬＦＰ正極材の基礎特性
７.３　ＬＦＰ正極電池の事例と傾向
７.４　新規ＬＦＭＰ正極材の特性
第８章　負極材の選択（１　新・炭素系とリチウム・メタル）
８.１　（炭素／リチウム）負極の基本特性
８.２　等方性の炭素負極材
８.３　リチウム・メタル負極
８.４　リチウム合金系負極
第９章　負極材の選択（２ ＬＴＯとＮＴＯ系）

９.１　ＬＴＯ負極セルの特徴と材料サプライ
９.２　ＮＴＯ負極セル
第１０章（特別寄稿）　欧州における電池製造の進展
１０.１　欧州の電池産業の概要
１０.２　各国のリチウムイオン電池産業の一例 ～ドイツとフランス～
１０.３　欧州のギガファクトリー
第１１章　終章（まとめ）安全性とカーボンフットプリント
１１.１　安全性と時間の経過
１１.２　電池生産に伴うＧＨＧの発生（正極材別）
１１.３　ＢＥＶにおけるＣＦＰ（スタートからゴールまで）

～原材料サプライ、総ＧＷｈ数量と年次別メーカー別生産計画～
調査・執筆　菅原秀一,  特別寄稿　小澤康典


